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LUNAR-A ミッションの概要 

Overview of Lunar-A Mission 
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LUNAR-A ミッションは２機のペネトレータを月面に設置し、月震観測と熱流量観測を通じて、月の内部構造を明
らかにしようとするものである。２００３年の夏期に打ち上げられ、約半年のクルージングを経て、衛星は月周回
軌道に投入され、約１ヶ月の間に２機のペネトレータを月の表側と裏側に降下させる。それぞれのペネトレータに
は上下動、水平動月震計と熱流量測定用の温度センサー、熱伝導率測定器が搭載されている。これらの計測機器に
よって、月の内部構造とくに月の中心核の大きさと月内部の温度構造、放射性発熱元素の存在度についての新しい
データが得られると期待される。 

 
 
LUNAR-A ミッションは２機のペネトレータを月面に設置し、月震観測と熱流量観測を通じて、月の内部構造を明

らかにしようとするものである。２００３年の夏期に打ち上げられ、約半年のクルージングを経て、衛星は月周回
軌道に投入され、約１ヶ月の間に２機のペネトレータを月の表側と裏側に降下させる。表側のペネトレータはアポ
ロ１２号、１４号着陸点の近く、裏側のペネトレータはこの地点とほぼ反対側に設置される。それぞれのペネトレー
タには上下動、水平動月震計と熱流量測定用の温度センサー、熱伝導率測定器が搭載されている。表側の月震観測
はアポロ月震観測データと比較して、深発月震の震源を推定するためのデータを提供する。 

 ペネトレータを月面に展開した後、母船は傾斜角２５度、高度２５０ｋｍの略円軌道に投入される。母船は
ペネトレータによって収集されるデータを地球へ送信するリレーの役目を果たすと共に、母船に搭載されたカメラ
によって月の地形を観測する。このカメラの空間分解能は約３０ｍで、太陽角の低い夜昼境界付近の画像をとるこ
とによって、月の詳細な地形データを得ることができる。 

 ペネトレータに搭載された計測機器によって得られたデータは圧縮され、約１５日ごとにペネトレータ上空
に飛来する母船に UHF バンド通信（約 400 Mhz）で送信される。母船と地上局への通信はＳバンド通信（約２Ｇ
ｈｚ）で行われる。約１年間の月震観測データは月の内部構造とくに月の中心核の大きさに関する重要な情報をも
たらすし、また熱流量観測データは月内部の温度構造、放射性発熱元素の存在度についての新しいデータを提供す
るものと期待される 


